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品
川
区
の
島
津
山
と
称
さ
れ
る
高
台
に
建

つ
旧
島
津
家
本
邸
。
島
津
宗
家
30
代
当

主
、
忠
重
公
の
邸
宅
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

　

設
計
し
た
の
は
、
鹿
鳴
館
や
ニ
コ
ラ
イ
堂
の

設
計
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、
英
国
人
建
築
家
の

ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
。
明
治
39
年
（
１
９

０
６
年
）
に
設
計
を
委
託
さ
れ
た
後
、
数
度
の

設
計
変
更
を
経
て
大
正
４
年（
１
９
１
５
年
）、

建
物
は
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
洋
画
家
と
し
て

知
ら
れ
る
黒
田
清
輝
の
指
揮
の
も
と
、
館
内
の

調
度
が
整
え
ら
れ
、
大
正
６
年
に
落
成
の
日
を

迎
え
た
。

　

建
物
は
地
上
２
階
、
地
下
１
階
建
て
の
煉
瓦

造
り
に
白
い
タ
イ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
１
、

２
階
と
も
南
側
の
庭
園
に
面
し
て
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
・
ロ
ー
マ
風
の
列
柱
を
備
え
た
美
し
い
ベ

ラ
ン
ダ
が
弓
形
に
張
り
出
し
て
い
る
。

　

建
物
の
１
階
に
は
、
大
小
の
応
接
室
や
食

堂
、
階
段
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
玄
関

の
扉
に
は
、
島
津
家
の
家
紋
で
あ
る
「
丸
に
十

の
字
」
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
、
大
階
段
の
踊

り
場
に
も
大
き
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
は
じ
め
、
天

井
の
漆
喰
飾
り
や
暖
炉
の
彫
刻
、
大
階
段
の
手

す
り
な
ど
は
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
の
姿
を
残
し

て
い
る
。
末
広
が
り
の
大
階
段
は
、
失
わ
れ
た

鹿
鳴
館
の
階
段
と
雰
囲
気
を
同
じ
く
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

１
階
の
応
接
室
は
、
庭
園
に
向
い
た
ソ
フ
ァ

に
腰
掛
け
る
と
、
窓
枠
と
ベ
ラ
ン
ダ
の
列
柱
が
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重
な
り
、
庭
の
風
景
が
妨
げ
な
く
広
が
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
設
計
者
コ
ン
ド

ル
の
仕
掛
け
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

２
階
に
は
寝
室
や
子
供
部
屋
な
ど
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ル
ー
ム
が
あ
っ
た
。
２
階
ベ
ラ
ン
ダ
に

は
、
白
黒
の
チ
ェ
ッ
カ
ー
柄
の
タ
イ
ル
が
貼
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ル
は
完
成
以
来
、
１
枚

も
剥
が
れ
る
こ
と
な
く
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
の
建
物
は
、
現
在
で
も
清
泉
女
子
大
学
の

校
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
年
に
数
回
の

一
般
公
開
日
以
外
は
、
非
公
開
な
の
で
注
意
が

必
要
。

　

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
12
月
に
は
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

２階バルコニーのタイルは完成以来１枚も剥がれていない

玄
関
扉
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
は

島
津
家
の
家
紋
が

ステンドグラスから光が降り注ぐ大階段

１階応接室は窓枠でベランダの列柱が隠れる工夫がなされている
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